
授業概要

この科目の主な目的は、各自が文献紹介をすることによって、修士課程修了のために必要なプレゼンテーション能力
を高めることです。また聞く側にとっては知識を伸ばすだけではなく、他人のプレゼンテーションから、プレゼンテーショ
ンの技法について啓発されることが期待できます。
　紹介する文献は学術雑誌やインターネット上のもので、教員と相談して決めます。卒業論文のテーマが決まっていれ
ば、関連性の深い文献を選ぶと良いでしょう。

関連する科目 園芸昆虫学特論Ⅰ，Ⅱや園芸昆虫学特別演習Ⅰ，Ⅱを同時に履修しておくと良いでしょう。

開講キャンパス 都城キャンパス

科目コード 642380 配当学年 ２年次

科目名称 [英語名称] 園芸昆虫学特別演習Ⅱ　[Horticultural Entomology SeminarⅡ]

単位数 2

開設学科 園芸学専攻

授業形態 演習

学位授与の方針
との関連 修士課程DP1､2教員氏名 新谷　喜紀

Minami    Kyushu    University    Syllabus

授業時間外の学修 文献を検索したり読解したりするよう努める。基本的に毎回各30～60分の時間を使ってほしい。

授業の到達目標 最新の研究手法や害虫防除法など、実践的な知識を習得し、プレゼンテーションに習熟する。

なしテキスト

発表内容について質問をしたりして、理解が
深まるようにします。また、より良いプレゼン
テーションになるようにアドバイスをします。

課題に対する
フィードバック

修士論文の内容で評価しますが、実験態度（3
0点）と実験結果（70点）で採点します。

評価方法

なし

参考書

備考

授業計画

第1回　オリエンテーション　ゼミの進め方の説明
第2回　発表
第3回　発表
第4回　発表
第5回　発表
第6回　発表
第7回　発表
第8回　発表
第9回　発表
第10回　発表
第11回　発表
第12回　発表
第13回　発表
第14回　発表
第15回　発表
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授業の進め方と方法

修士論文のための研究を行います。実験方法や実験の経過、結果の解釈について、ディスカッションします。

実務経験
教員担当

アクティブ
ラーニング ○
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